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愛
あい

をこめて，
ホワイトのおばあちゃん
より
次
つぎ

はホワイトのおじい
ちゃんのメールを読

よ

みます。
やあ，ヒラマン，
わたしが子

こ

供
ども

のころは，テレビやパソコンはなくてね，だから
外
そと

でたくさん遊
あそ

んだよ。夏
なつ

には泳
およ

ぎに，冬
ふゆ

にはアイススケート
に行

い

ったな。それから，友
とも

達
だち

と，はた取
と

りゲームをするのも好
す

き
だったよ。
愛
あい

をこめて，
ホワイトのおじいちゃんより

ヒラマンはにっこりしました。おばあちゃんやおじいちゃん
について知

し

るのは楽
たの

しいものです！
何
なん

日
にち

かがすぎました。ヒラマンの頭
あたま

にはいろいろな質
しつ

問
もん

がう
かびました。これはどうなんだろうと考

かんが

える度
たび

に，ヒラマンは
おばあちゃんとおじいちゃんに質

しつ

問
もん

をしました。そして，おばあ
ちゃんやおじいちゃんについてたくさんのことを知

し

りました！
バーンズのおじいちゃんが社

しゃ

交
こう

ダンスのクラスに通
かよ

っていた
ことを知

し

りました。バーンズのおばあちゃんは，単
たん

語
ご

を覚
おぼ

えた
り，スクラップブックを作

つく

るのが大
だい

好
す

きでした。ホワイトのおば
あちゃんは昔

むかし

，人
ひと

前
まえ

で歌
うた

うのがこわかったそうです。けれども
高
こう

校
こう

の卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

では歌
うた

うことができました。ホワイトのおじい
ちゃんは小

ちい

さいころ，もけい飛
ひ

行
こう

機
き

の作
つく

り方
かた

を習
なら

い，今
いま

でももけ
い作

づく

りが好
す

きです。
ホワイトのおばあちゃんがかっていたねこのトミーの話

はなし

を読
よ

んだときは，声
こえ

を出
だ

してわらってしまいました。おばあちゃんは
昔
むかし

，トミーに人
にん

形
ぎょう

の服
ふく

を着
き

せ，人
にん

形
ぎょう

用
よう

のベビーカーに乗
の

せておし
て回

まわ

ったのだそうです。
「ヒラマン，何

なに

を読
よ

んでいるんだい？」お父
とう

さんが聞
き

き
ました。
「ホワイトのおばあちゃんからのメールだよ」とヒラマ

マリッサ・デニス，メリル・ホワイト
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

「ただのメールだよ。これって家
か

族
ぞく

れきしなの？」

◆『わたしに従
したが

ってきなさい』の教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

125－128 章
しょう

参
さん

照
しょう

ンは言
い

いました。「おばあちゃんに質
しつ

問
もん

をしてたんだ。」
ヒラマンはお父

とう

さんに，おばあちゃんやおじいちゃんとやり
取
と

りしていたメールを全
ぜん

部
ぶ

見
み

せました。
「どうやら，すばらしい家

か

族
ぞく

れきしのストーリーを集
あつ

めたみた
いだね！」とお父

とう

さんが言
い

いました。「ファミリーサーチに入
にゅう

力
りょく

したらどうだろう。」
ヒラマンは首

くび

をかしげました。「ただのメールだよ。これっ
て家

か

族
ぞく

れきしなの？」
「もちろんだよ！」お父

とう

さんが言
い

います。「家
か

族
ぞく

について何
なに

か
学
まな

んだら，それはいつでも家
か

族
ぞく

れきしなんだ。そういうストー
リーを書

か

きとめておくのはいいことだよ。後
あと

で思
おも

い出
だ

せるから
ね。ほら，こうするんだよ。」
お父

とう

さんに手
て

伝
つだ

ってもらい，ヒラマンは FamilySearch.org
にログインして，おばあちゃんとおじいちゃんから聞

き

いたことを
全
ぜん

部
ぶ

入
にゅう

力
りょく

しました。
「これでストーリーはちゃんとほぞんされたから，家

か

族
ぞく

の人
ひと

た
ちが後

あと

で読
よ

むことができるんだ。どうだい，すてきだろう？」お
父
とう

さんが聞
き

きました。
「うん！」ヒラマンはにっこりしました。「そして，ぼくは聞

き

き
たいことがまだたくさんあるんだ。」●

「子
し

孫
そん

の心
こころ

はその先
せん

祖
ぞ

に向
む

かうであろう。」（教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

2：2）

ヒラマンはいろんなことについて考
かんが

えていました。科
か

学
がく

や
れきしのこと，さらにおじいちゃんとおばあちゃんが自

じ

分
ぶん

と同
おな

じくらいのころはどんなふうだったのだろうということに
ついても考

かんが

えていました。
ある日

ひ

，ヒラマンは外
そと

でフェンスに向
む

かってサッカーボールを
けっていました。ボールがもどって来

き

てはけり，もどって来
き

ては
けりました。
ずっと昔

むかし

，子
こ

供
ども

たちは外
そと

でどんな遊
あそ

びをしたんだろうと，ヒラ
マンは考

かんが

えました。おじいちゃんやおばあちゃんも，子
こ

供
ども

のころ
はサッカーをしたのかな。
ヒラマンは足

あし

でボールを止
と

めました。そうだ，……聞
き

いてみ
ればいいんだ！
ヒラマンは急

いそ

いで家
いえ

に入
はい

り，パソコンのところへ行
い

って自
じ

分
ぶん

の
電
でん

子
し

メールのアカウントにログインしました。お母
かあ

さんとお父
とう

さんが，ヒラマン専
せん

用
よう

に作
つく

ってくれたアカウントです。遠
とお

くに住
す

んでいる親
しん

戚
せき

にメールを送
おく

るために，ヒラマンはこのアカウン
トを使

つか

っていました。ヒラマンは椅
い

子
す

にこしかけると，バーンズ
のおばあちゃんにメールを書

か

きました。
ヒラマンからの質

しつ

問
もん

です。……
おばあちゃんは子

こ

供
ども

のころ，外
そと

でどんなことをして遊
あそ

ぶのが
好
す

きでしたか？ ぼくはサッカーです。
大
だい

好
す

きです，
ヒラマン
カチッ！ ヒラマンは質

しつ

問
もん

を送
そう

信
しん

しました。バーンズのおじい
ちゃんにも，同

おな

じ質
しつ

問
もん

を送
おく

りました。それから，ホワイトのお
ばあちゃんとおじいちゃんにも送

おく

りました。
次
つぎ

の日
ひ

，メールをチェックしてみました。メッセージが
二
ふた

つ来
き

ています！ 最
さい

初
しょ

のメッセージを開
ひら

いてみました。
こんにちは，ヒラマン！
わたしの好

す

きだった外
そと

での遊
あそ

びは，紙
かみ

のお人
にん

形
ぎょう

で
遊
あそ

ぶことね。友
とも

達
だち

と一
いっ

緒
しょ

に，毛
もう

布
ふ

をつるして小
ちい

さな
おうちを作

つく

ったものよ。それから，ジャックス〔訳
やく

注
ちゅう

―アメリカの伝
でん

統
とう

的
てき

なおもちゃ〕やけんけん遊
あそ

び，
自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

るのも好
す

きだったわ。

ヒラマンからの質
し つ

問
も ん

あなたなら次
つぎ

にどんな質
しつ

問
もん

をしますか？ 家
か

族
ぞく

のだれかにその
質
しつ

問
もん

をしてみてください。そして，答
こた

えを書
か

きとめたり，記
き

録
ろく

し
たりしましょう。そのストーリーをノートにまとめたり，Family 
Search.org/memories にアップロードしたりすることもできます。

イ
ラ
ス
ト
／
ガ
レ
ス
・
コ
ン
ウ
ェ
イ


